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一
、
明
治
四
十
一
年
の
漱
石

　
『
三
四
郎
』
が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、明
治
四
十
一
年
九

月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
で
、
漱
石
四
十
二
歳
の
年
で
あ

る
。
こ
の
年
は
、
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
『
抗
夫
』
を
同
じ
朝
日

新
聞
に
連
載
し
て
い
る
が
、『
抗
夫
』
は
、
漱
石
の
小
説
の
中
で
は
、

少
し
異
質
な
小
説
で
、
後
に
題
材
提
供
者
と
の
間
で
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

と
な
り
、
漱
石
を
悩
ま
し
た
。『
抗
夫
』
は
、
漱
石
の
全
く
知
ら
な
い

世
界
の
炭
鉱
夫
を
モ
デ
ル
と
し
た
小
説
で
あ
る
が
、
世
評
も
あ
ま
り

高
く
な
か
っ
た
。
漱
石
と
し
て
も
自
分
の
知
っ
て
い
る
身
近
な
世
界

を
描
く
ほ
う
が
、
は
る
か
に
筆
が
進
む
よ
う
で
、
本
郷
を
舞
台
と
し
、

東
大
生
の
青
春
を
描
い
た
『
三
四
郎
』
は
、
近
代
の
青
春
小
説
の
中

で
も
群
を
抜
く
面
白
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
漱
石
の
身
辺
は

大
変
慌
た
だ
し
く
、
三
月
に
弟
子
の
森
田
草
平
が
、
平
塚
雷
鳥
と
情

死
未
遂
事
件
を
起
こ
し
、
世
間
を
騒
が
せ
た
。
漱
石
は
、
事
件
の
後

始
末
に
追
わ
れ
、
草
平
を
早
稲
田
南
町
の
自
宅
に
引
き
取
り
世
間
か

ら
か
ば
っ
た
。
後
に
草
平
は
、事
件
の
顚
末
を
『
煤
煙
』
に
ま
と
め
、

雷
鳥
は
、
文
芸
誌
『
青
鞜
』
を
創
刊
し
、
女
性
運
動
の
先
頭
に
立
っ

た
。
漱
石
は
、
事
件
の
処
理
に
当
た
る
う
ち
、
雷
鳥
を
知
り
、『
三
四

郎
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
美
禰
子
の
モ
デ
ル
と
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
、『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
を
発
表
し
た
明
治
三
十
八
年
頃
か
ら
自
宅
に
出
入

り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
門
下
生
の
寺
田
寅
彦
、
小
宮
豊
隆
、
鈴
木
三

重
吉
た
ち
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
全
盛
の
自
然
主

義
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
た
漱
石
の
小
説
で
は
、
モ
デ
ル
は
あ
く

ま
で
も
モ
デ
ル
で
あ
り
、
門
下
生
の
日
常
を
あ
り
の
ま
ま
描
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
複
合
的
に
様
々
な
出
来
事
を
取
り
混
ぜ
て
描
い
て
い

る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、與
次
郎
と
貸
し
家
を
探
し
に
行
く
場
面
は
、

自
身
が
草
平
と
い
っ
し
ょ
に
千
駄
ヶ
谷
あ
た
り
を
探
し
た
経
験
を

使
っ
て
い
る
し
、
與
次
郎
が
広
田
先
生
を
大
学
の
教
授
に
す
る
た
め

に
色
々
運
動
し
、
結
果
的
に
裏
目
に
出
る
「
偉
大
な
る
暗
闇
」
の
場

面
は
、
漱
石
自
身
が
、
読
売
新
聞
に
、
白
雲
子
の
署
名
で
掲
載
さ
れ
、

「
人
物
で
は
徳
義
を
知
ら
ず
、
作
物
で
は
、
第
三
流
に
位
す
る
」
と
非

難
さ
れ
た
苦
い
経
験
を
使
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

『
三
四
郎
』
と
『
こ
こ
ろ
』
を

つ
な
ぐ
も
の

宮
島
茂
樹
（
み
や
じ
ま
・
し
げ
き
）

●
東
京
学
園
高
等
学
校
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二
、三
四
郎
の
お
ど
ろ
き

　

三
四
郎
は
、
上
京
す
る
列
車
の
中
で
広
田
先
生
と
出
会
う
。
広
田

先
生
は
、高
校
で
英
語
を
教
え
続
け
る
一
介
の
教
師
に
過
ぎ
な
い
が
、

社
会
を
見
る
目
は
冷
徹
で
あ
る
。
広
田
先
生
は
、
三
四
郎
と
の
や
り

取
り
の
中
で
、
日
露
戦
争
（
明
治
三
十
七
〜
三
十
八
年
）
後
の
日
本

を
「
い
く
ら
日
露
戦
争
に
勝
っ
て
、
一
等
国
に
な
っ
て
も
だ
め
で
す

ね
。
尤
も
建
物
を
み
て
も
、
庭
園
を
見
て
も
い
づ
れ
も
顔
相
応
の
所

だ
が
〜
」
と
切
り
捨
て
三
四
郎
の
「
然
し
是
か
ら
は
日
本
も
段
々
と

発
展
す
る
で
せ
う
。」
と
い
う
発
言
に
対
し
、「
亡
び
る
ね
。」
と
言
う
。

こ
の
言
葉
を
聴
い
た
時
、
三
四
郎
は
、
熊
本
で
こ
ん
な
こ
と
を
口
に

だ
せ
ば
、
悪
く
す
る
と
国
賊
扱
い
さ
れ
る
と
驚
く
。
広
田
先
生
は
さ

ら
に
「
熊
本
よ
り
東
京
は
広
い
。
東
京
よ
り
日
本
は
広
い
。
日
本
よ

り
〜
」「
日
本
よ
り
頭
の
中
の
方
が
広
い
で
せ
う
。「
囚
は
れ
ち
ゃ
駄

目
だ
。
い
く
ら
日
本
の
為
と
思
っ
た
っ
て
贔
屓
の
引
き
倒
し
な
る
許

だ
」と
若
い
三
四
郎
を
諭
す
。
日
露
戦
争
の
戦
勝
に
沸
く
中
、「
日
本

は
亡
び
る
と
予
言
す
る
広
田
先
生
の
冷
徹
な
目
は
、英
国
留
学
を
し
、

西
欧
文
明
の
底
力
を
知
ら
さ
れ
た
漱
石
の
目
に
他
な
ら
な
い
。
英
国

で
漱
石
を
追
い
詰
め
た
も
の
の
正
体
は
、
西
欧
文
明
の
奥
深
さ
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
日
清
戦
争
に
勝
利
し
、
欧
米
列
強
に
追
い
つ
く
こ

と
を
国
是
と
し
た
当
時
の
日
本
と
英
国
の
文
明
の
奥
行
き
の
差
に
絶

望
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
「
囚
は
れ
ち
ゃ
駄
目
だ
。」

と
言
う
言
葉
に
は
、
自
ら
の
苦
い
経
験
す
ら
作
品
に
昇
華
す
る
漱
石

の
た
く
ま
し
さ
、
柔
軟
さ
が
顕
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
物
事
を

多
面
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
複
眼
的
な
思
考
が
あ
る
。
日
露
戦
争

後
、
わ
ず
か
三
十
七
年
後
に
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、広
田
先
生
の
予
言
は
正
し
い
。
こ
う
い
う
文
明
批
評
は
、当

時
全
盛
の
自
然
主
義
作
家
に
は
な
い
も
の
で
、
自
ら
「
低
廻
派
」
と

称
し
た
漱
石
の
一
面
目
躍
如
た
る
所
で
あ
る
。
日
露
戦
争
は
、
日
本

の
勝
利
に
終
わ
る
が
、
国
民
が
期
待
し
た
賠
償
金
は
得
ら
れ
ず
、
増

税
と
戦
後
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
人
々
の
不
満
は
、
時
の
政

府
に
向
け
ら
れ
、
各
地
で
暴
動
が
起
き
た
が
、
中
で
も
日
比
谷
暴
動

は
政
府
を
震
撼
さ
せ
、後
の
「
大
逆
事
件
」
へ
向
か
う
契
機
と
な
る
。

そ
し
て
日
露
戦
争
は
、乃
木
希
典
と
い
う
英
雄
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

三
、
世
代
の
相
違

『
三
四
郎
』
で
は
、
與
次
郎
が
「
丸
行
燈
だ
の
、
雁
首
だ
の
っ
て
云
う

も
の
が
、
ど
う
も
嫌
ひ
で
す
が
ね
。
明
治
十
五
年
以
後
に
生
れ
た
所

為
か
も
知
れ
な
い
が
、
何
だ
か
旧
式
で
厭
な
心
持
ち
が
す
る
。
君
は

ど
う
だ
」
と
三
四
郎
に
語
り
か
け
る
場
面
が
あ
る
。
三
四
郎
、
與
次

郎
と
広
田
先
生
の
年
の
差
を
言
う
わ
け
だ
が
、
恐
ら
く
明
治
初
年
の

生
ま
れ
で
あ
る
広
田
先
生
は
、
旧
式
の
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
家
に
出
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入
り
す
る
里
見
美
禰
子
に
対
し
、「
あ
の
女
は
落
ち
付
い
て
居
て
、乱

暴
だ
」、「
あ
の
女
は
心
が
乱
暴
だ
。
尤
も
乱
暴
と
云
っ
て
も
、
普
通

の
乱
暴
と
は
意
味
が
違
ふ
が
。」と
い
う
感
想
を
持
つ
。
全
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、理
解
し
が
た
い
所
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。元
来
、

漱
石
は
、
漢
籍
を
学
び
、
南
画
を
愛
し
た
よ
う
に
漢
学
の
教
養
を
身

に
つ
け
た
人
で
、い
わ
ば
江
戸
の
教
養
人
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
が
、

政
府
の
命
令
で
英
国
に
留
学
し
、
西
欧
の
文
明
と
対
峙
し
た
の
で
あ

る
。
明
治
二
十
年
代
に
学
生
時
代
を
お
く
っ
た
広
田
先
生
と
明
治
四

十
年
頃
に
学
生
時
代
を
お
く
る
三
四
郎
、
與
次
郎
と
は
、
そ
の
教
養
、

感
性
に
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
明
治
の
終
焉

　

同
じ
図
式
は
、大
正
三
年
に
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
『
こ
こ
ろ
』
に

も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
、
明
治
二
十
年
代
に
学
生
時
代
を

お
く
る
か
ら
、
広
田
先
生
と
同
世
代
で
あ
る
。
先
生
は
、
明
治
天
皇

の
崩
御
に
時
代
の
終
焉
を
感
じ
、乃
木
大
将
の
殉
死
に
理
解
を
示
す
。

終
章
に
「
私
は
新
聞
で
乃
木
大
将
の
書
き
残
し
て
行
っ
た
も
の
を
読

み
ま
し
た
。
西
南
戦
争
の
時
、
敵
に
旗
を
奪
ら
れ
て
以
来
、
申
し
訳

の
た
め
に
死
の
う
と
思
っ
て
、
つ
い
に
今
日
ま
で
生
き
て
い
た
と
い

う
意
味
の
句
を
見
た
時
、
私
は
思
わ
ず
指
折
っ
て
、
乃
木
さ
ん
が
死

ぬ
覚
悟
を
し
な
が
ら
生
き
な
が
ら
れ
て
来
た
年
月
を
勘
定
し
て
み
ま

し
た
。
西
南
戦
争
は
明
治
十
年
で
す
か
ら
明
治
四
十
五
年
ま
で
に
は

三
十
五
年
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
乃
木
さ
ん
は
こ
の
三
十
五
年
間
死

の
う
死
の
う
と
思
っ
て
、死
ぬ
機
会
を
待
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
。

〜
」
と
あ
り
、
漱
石
に
と
っ
て
明
治
天
皇
の
崩
御
、
乃
木
大
将
の
殉

死
は
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
。漱
石
に
私
淑
し
た
、志
賀
直
哉
は
、明

治
十
六
年
生
ま
れ
で
、三
四
郎
、與
次
郎
た
ち
と
同
じ
世
代
だ
が
、乃

木
大
将
に
冷
淡
で
、
そ
の
殉
死
を
聞
い
て
、「
乃
木
さ
ん
が
自
殺
し
た

と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
時
、『
馬
鹿
な
奴
だ
』
と
い
う
気
が
、
丁
度
下

女
か
な
に
か
が
無
考
え
に
何
か
し
た
時
感
ず
る
心
持
と
同
じ
よ
う
な

感
じ
方
で
感
じ
ら
れ
た
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
志
賀
直
哉
よ
り

さ
ら
に
九
歳
年
下
の
芥
川
龍
之
介
は
『
将
軍
』の
中
で
、「
む
ろ
ん
俗

人
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
至
誠
の
人
だ
っ
た
事
も
想
像
で
き
ま

す
。
唯
そ
の
至
誠
が
僕
等
に
は
、
ど
う
も
は
っ
き
り
の
み
こ
め
な
い

の
で
す
。
僕
等
よ
り
後
の
人
間
に
は
、
尚
更
通
じ
る
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
」
と
乃
木
大
将
を
語
っ
て
い
る
。
広
田
先
生
は
、明
治
の
終
焉
、

乃
木
大
将
の
殉
死
を
ど
う
受
け
止
め
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
先
生

の
受
け
止
め
方
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
明
治
十
五
年
以

前
に
生
ま
れ
た
旧
式
の
人
で
、
同
じ
教
養
、
感
性
を
共
有
し
て
い
る

は
ず
だ
か
ら
。
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